
 

     

    日頃、地域医療連携にご支援・ご協力をいただきありがとう 

   ごさいます。 

    円滑な病診連携を推進するため、紹介・逆紹介に関するアン 

 ケート調査を行いました。今後も、患者さんが安心して治療を 

 継続できるよう、調査結果を関連部署と共有し、スムーズな診 

 療の受け入れに努めていきたいと思います。 

  今回は、アンケート結果の一部をご報告いたします。 

                           

               地域医療連携室  大沢 知佳 

発行日 平成27年9月 第91号 

 紹介・逆紹介に関するアンケートの結果報告 

 調査目的：紹介・逆紹介に関する事業評価を行い、病診連携上の課題を明らかにする。 

 調査対象：横手市の地域医療機関（病院を除く）56施設 

 調査期間：平成27年7月31日～8月7日 

 調査方法： FAXによる質問紙調査    回収率： 77％（配布数56 回収数43） 

 調査結果 
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貴院で断る前に診察が必要な患者がいる

貴院に断られ紹介状を希望する患者がいる

紹介状の返事が遅い、来ない

紹介した医師の診察を受けられない

連携室へ伝えた内容が医師へ伝わらない

申込までに診療情報提供書を作成できない

予約の回答に時間がかかる

紹介目的が果たされない

どの診療科にしたらよいかわからない
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ケアマネ・訪問看護との連携が必要

在宅ケアの退院指導が不十分

病状説明が不十分

もう少し入院が必要

継続治療が困難

紹介状の内容が不十分

紹介状を持たないで受診
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 ＜地域医療機関の先生方からのご意見＞ 

   １．貴院に通院中の患者さんが別の症状を訴えた時、貴院に対応していただければ、患者 

     さんにとってベストだと思うが、実際には、診ていただけないことが多いように感じる。 

   ２．平病でＡ科にかかっていてB科を希望した場合、かかり付け医の紹介状が必要とされる 

     ことがある。また、近医を勧められることがある。その場合、Ａ科の紹介状がほしい。 

   ３．総合内科があれば、紹介しやすい。 

   ４．入院治療を目的にして紹介する場合、期待通りでないことが間々あるようになった。  

   ５．診療情報提供書に、検査データや内服薬等、治療内容の記載が不足している場合がある。 

   ６．〇〇病院を希望する方が増えている。 

１．当院への紹介件数は増えているか 

３．当院からの逆紹介件数は増えているか 

２．当院へ紹介する際、困ること（複数回答） 

４．当院から逆紹介を受ける際、困ること(複数回答） 
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